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医療安全全国共同行動の活動

患者さんの安全を守り、患者さんと医療者がともに安心して治療やケアに専念できる医療環
境づくりを促進するために、日本の医療を支える全国の医療機関・医療従事者・医療団体が、
施設や職種、専門の壁を超えて、力を合わせて、安全目標の実現をめざす、医療界初の共
同事業です。医療安全全国共同行動は2008年に発足し、その活動をさらに推進し、継続
発展させるため、2013年に「一般社団法人  医療安全全国共同行動」が設立されました。

医療安全全国共同行動 議長

髙久史麿
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［目標］危険薬の誤投与に起因する死亡を防止する　
［推奨する対策］

．危険薬の啓発と危険薬リストの作成・周知　 ．高濃度カリウム塩注射剤、高張塩化ナトリウ
ム注射剤の病棟保管の廃止　 ．入院時持参薬の安全管理　 ．がん化学療法レジメンの院
内登録制度　 ．「危険薬の誤投与防止ベストプラクティス （ＮＤＰ）」の実施（チャレンジ）

 行動目標 危険薬の誤投与防止

［目標］周術期肺塞栓症による死亡を防ぐ
［推奨する対策］

予防法の安全で確実な実施と情報収
患者への説明、同意

ハイリスク患者へのスクリーニング検査の実施（チャレンジ）　
静脈血栓塞栓症の早期診断・治療マニュアルの作成（チャレンジ）

 行動目標 周術期肺塞栓症の予防

（ａ）経鼻栄養チューブ挿入時の位置確認の徹底
［目標］経鼻栄養チューブの挿入留置手技に伴う有害事象とこれに起因する死亡を防ぐ
［推奨する対策］

空気聴
初回挿入留置時はエックス線撮影で位置

ｐＨ測定による補強確認を励行する（チャレンジ）
（ｂ）中心静脈カテーテル穿刺挿入手技に関する安全指針の遵守
［目標］中心静脈カテーテルの穿刺挿入手技に伴う有害事象とこれに起因する死亡を防ぐ
［推奨する対策］

安全手技の教
育体制の構築（チャレンジ）　

 行動目標 危険手技の安全な実施

［目標］医療行為が関わる感染症死亡を防ぐ
［推奨する対策］

標準予防策・ 環境と器具の清浄化
＊ＷＨＯ＂Clean Hands＂Campaign　

 行動目標 医療関連感染症の防止

（ａ）輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理
［目標］輸液ポンプ・シリンジポンプが関わる有害事象とこれに起因する死亡を防ぐ
［推奨する対策］

操作者マニュアルの作成
機種の統一（チャ

レンジ） 院内認定制度の確立（チャレンジ）

 行動目標 医療機器の安全な操作と管理

安全 医療 行動目標10
全国 参加登録施設 選行動目標を 取 組

参加登録施設に、各目標ごとに目標実現のための「支援ツール」をホームページから提供しています。

遵守
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（ｂ）人工呼吸器の安全管理
［目標］人工呼吸器が関わる有害事象とこれに起因する死亡を防ぐ
［推奨する対策］

人工呼吸器動作確認
警報対応態勢の確立

（チャレンジ） 人工呼吸器関連肺炎（ＶＡＰ）の予防（チャレンジ）

［目標］医療行為に伴う院内急変事例の死亡を防ぐ
［推奨する対策］

院内救
容態変化への早期対応態勢（ＲＲＳ）の確立（チャレンジ）

 行動目標 急変時の迅速対応

［目標］有害事象や死亡事例の要因分析に基づくシステムの改善
［推奨する対策］

事例要因分析で明らかになっ
Ｍ＆Ｍカンファレンス（Morbidity & 

Mortality Conference）のプログラム化（チャレンジ）

 行動目標 事例要因分析から改善へ

［目標］患者・市民と医療者のパートナーシップを通じてケアの質・安全と相互信頼を向
上させる

［活動］ 患者や地域の市民が参加・参画して医療の質・安全を向上させる活動を新規
に実施する。 活動の成功体験や教訓を共同行動ＨＰから紹介する。

（ａ）安全は名まえから～患者と医療者の協

 行動目標 患者・市民の医療参加

［推奨する対策］

 行動目標 S 安全な手術－ＷＨＯ指針の実践

同によるフルネーム確認　（ｂ）からだと病気を知るために～患者図書室の設立へ向けて　（ｃ）転ばぬ先に～患者参
加による転倒転落防止　（ｄ）周術期肺塞栓症予防への患者参加　（ｅ）一冊にまとめて安心、おくすり手帳

 行動目標 W 医療従事者を健康被害からまもる
（１）抗がん剤曝露のない職場環境を実現する
【推奨する対策】
1．調製時の吸入曝露防止のために、室外排気型の安全キャビネットを設置する　2．取り扱い時の曝露防止のた
めに、閉鎖式接続器具を活用する　3．取り扱い時におけるガウンテクニック（PPE: 呼吸用保護具、保護衣、保
護キャップ、保護メガネ、保護手袋の着用）を徹底する　4．取り扱いに係る作業手順（調剤、投与、廃棄等にお
ける曝露防止策を考慮した具体的な作業方法）を策定し、関係者へ周知徹底する　5．取り扱い時の吸入曝露、針
刺し、経皮曝露した際の対処方法を策定し、関係者へ周知徹底する、他

（２）感染症の拡散を防止する院内手順を遵守する
【推奨する対策】
1．針刺し切創事故を防止する　2．ワクチン接種および抗体価の把握
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危険薬シール
 （目標 1）

支援ツール一覧

セミナーやワークショップ、さらにホームページを通じて医療安全に取り組む医療機関を支援しています。

安全目標 達成 向 支援

●研修会や目標別 、 開催
ホームページから開催案内や報告がご覧になれます

2016年 7月
医療安全研修会（ヒューマンエラー分析）

2015年 8月
医療安全管理者・病院管理者向け研修 
「院内事故調査の手法を学ぶ」

2016年 7月
医療安全研修会（チームトレーニング）

2015年11月
分科会「安全な手術-WHO指針の実践」

ワークショップ「人工呼吸器下のケア」キックオフセミナー　機器展示

● 各種支援・情報 提供

●講師 派遣 院内研修など、目的に応じて共同行動より専門の講師を紹介・派遣いたします

［支援ツール］＊ 
行動目標を実現するために開発された支援ツールとして、目標別に「ハウツーガイド」（詳細解説と推奨対策マニュアル）
と「ツール」（取り組みを支援するツール）を提供しています

（＊印の閲覧は参加登録施設および会員限定となっています）

目標５ａ　輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理　23

目
標
５
（ａ）

5 　正しいと思う文章には○、間違っていると思う文章には×を書きなさい。

①（　） シリンジポンプは、微量で投与しなければならない薬剤の注入に適している。
②（　） シリンジポンプは、どのメーカーのシリンジでも大きさが同じであれば使用できる。
③（　） スリットの隙間とスライダーの隙間を合わせると1ｍｍくらいあるため、プライミングをせずに開

始すると、長時間投与されないことにつながる。
④（　） 深夜、患者が寝入っていたようなので、布団で隠れていた点滴刺入部の観察はせずに部

屋を出た。
⑤（　） シリンジポンプの閉塞アラームが鳴ったので、ルートをたどってみると、ルートが折れ曲がって

いたので、すぐにルートをまっすぐに戻した。
⑥（　） シリンジポンプは、放射線機器・MRIの管理区域、高圧酸素療法室内では使用してはい

けない。

6 　シリンジポンプを点滴スタンドにとりつける際の、適切な高さア～ウから選びなさい。

7 　上記の位置に取り付けなければならない理由は何でしょうか。下記の文章の（　）に適切な語
句を下から選んで記入してください。

この高さにとりつけなければならない理由は、重力落差による急速注入である（① 　　　　　）現
象を防ぐためです。シリンジの（② 　　　　　）が外れたり、（③ 　　　　　）が固定されていないと、
（②）が押されてしまい、この現象が起きやすくなります。

スライダーのフック クランプ 押し子 ボーラス サイフォニング 高低差

22　

4 　シリンジポンプの各名称について、あてはまる場所の番号①～⑩を書きなさい。
　　（写真は、TERUMO TE-３３１Sを使用 )

電源スイッチ スライダーのフック

シリンジｍＬ表示ランプ バッテリーランプ

動作インジケータ スライダー

クランプ 閉塞圧モニタ表示ランプ

スリット 設定ダイヤル

③

④ ⑤ ⑥ ⑦

②

①

⑧ ⑨ ⑩

目標５ａ　輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理　21

目
標
５
（ａ）

２　正しいと思う文章には○、間違っていると思う文章には×を書きなさい。

①（　） 輸液ポンプは、用量の大きい輸液バッグも使用できるため、長時間の注入に適している。
②（　） 輸液セットには、１５滴 /mLと６０滴 /mLの２種類ある。
③（　） 輸液ポンプ設定中に、業務を中断した場合、はじめから設定を見直さなければならない。
④（　） 深夜、患者が寝入っていたようなので、輸液ポンプの流量だけは合っているか確認して部屋

を出た。
⑤（　） 輸液ポンプの取り扱いには慣れていなかったが、先輩たちが忙しそうだったので、取扱説明

書をみながら1人で設定した。
⑥（　） 輸液ポンプは、放射線機器・MRIの管理区域、高圧酸素療法室内では使用してはいけな

い。輸液ポンプに関する問題基礎編

3 　複数の輸液ラインをセットする場合
以下のセッティングの仕方について、正しければ○、間違っていれば×を書きなさい。

① ② ③ ④

20　

支援ツール  輸液ポンプ・シリンジポンプの基礎知識テスト

1  輸液ポンプの各名称について、あてはまる場所の番号①～⑩を書きなさい。 
（写真は、TERUMO TE-161Sを使用 )

①

②

③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

電源スイッチ フィンガー部

輸液セット表示切替スイッチ バッテリーランプ

動作インジケータ 気泡検出部

チューブクランプ部 閉塞検出部

解除レバー 警報表示部

輸液ポンプ・シリンジポンプの基礎知識テスト（目標５ａ）

危険手技の安全な実施
（中心静脈カテーテル）
教材ビデオ短縮版
（目標３ｂ）

80
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［行動目標達成に向けたアドバイス］＊

医療現場のスタッフの方々に向けた目標別アドバイス 医療安全のためのノウハウの共有を目的とした
ネット上の「図書室（ライブラリー）」

院内急変時迅速対応に取り組むにあたって（目標６） 医療事故調査キット

［ねっとライブラリー］＊

［病院の活動紹介（安全管理者からのメッセージ）］＊

経鼻栄養チューブの位置確認（目標３ａ）他

フルネーム確認（患者向け）
ポスター（目標８）

ポスター
「一冊にまとめて安心お薬手帳！」

（目標８）

パンフレット「手術を受けられる患者さまへ：
肺血栓塞栓症・深部静脈血栓症を予防するために」

（目標２・８）

100Ｋ臨床指標「MRSA感染防止」（目標４）

［患者・市民の皆さまのページ］
医療者と患者・市民の皆さまを結んで医療安全に役立つ各種情報をお届けしています

10目標等に関する改善事例や取り組み事例を紹介
［指標を活用しよう］＊

米国の「10万人の命を救えキャンペーン」が参加病院
の自己評価のために提供した臨床指標より紹介

・フルネーム確認のお願い／・転倒を防ぐために／・患者図書室について／・肺塞栓症予防について／・お薬手帳について／・採血を受けられる患者さまへ
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危険薬シール
 （目標 1）

支援ツール一覧

セミナーやワークショップ、さらにホームページを通じて医療安全に取り組む医療機関を支援しています。

安全目標 達成 向 支援

●研修会や目標別 、 開催
ホームページから開催案内や報告がご覧になれます

2016年 7月
医療安全研修会（ヒューマンエラー分析）

2015年 8月
医療安全管理者・病院管理者向け研修 
「院内事故調査の手法を学ぶ」

2016年 7月
医療安全研修会（チームトレーニング）

2015年11月
分科会「安全な手術-WHO指針の実践」

ワークショップ「人工呼吸器下のケア」キックオフセミナー　機器展示

● 各種支援・情報 提供

●講師 派遣 院内研修など、目的に応じて共同行動より専門の講師を紹介・派遣いたします

［支援ツール］＊ 
行動目標を実現するために開発された支援ツールとして、目標別に「ハウツーガイド」（詳細解説と推奨対策マニュアル）
と「ツール」（取り組みを支援するツール）を提供しています

（＊印の閲覧は参加登録施設および会員限定となっています）

目標５ａ　輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理　23

目
標
５
（ａ）

5 　正しいと思う文章には○、間違っていると思う文章には×を書きなさい。

①（　） シリンジポンプは、微量で投与しなければならない薬剤の注入に適している。
②（　） シリンジポンプは、どのメーカーのシリンジでも大きさが同じであれば使用できる。
③（　） スリットの隙間とスライダーの隙間を合わせると1ｍｍくらいあるため、プライミングをせずに開

始すると、長時間投与されないことにつながる。
④（　） 深夜、患者が寝入っていたようなので、布団で隠れていた点滴刺入部の観察はせずに部

屋を出た。
⑤（　） シリンジポンプの閉塞アラームが鳴ったので、ルートをたどってみると、ルートが折れ曲がって

いたので、すぐにルートをまっすぐに戻した。
⑥（　） シリンジポンプは、放射線機器・MRIの管理区域、高圧酸素療法室内では使用してはい

けない。

6 　シリンジポンプを点滴スタンドにとりつける際の、適切な高さア～ウから選びなさい。

7 　上記の位置に取り付けなければならない理由は何でしょうか。下記の文章の（　）に適切な語
句を下から選んで記入してください。

この高さにとりつけなければならない理由は、重力落差による急速注入である（① 　　　　　）現
象を防ぐためです。シリンジの（② 　　　　　）が外れたり、（③ 　　　　　）が固定されていないと、
（②）が押されてしまい、この現象が起きやすくなります。

スライダーのフック クランプ 押し子 ボーラス サイフォニング 高低差

22　

4 　シリンジポンプの各名称について、あてはまる場所の番号①～⑩を書きなさい。
　　（写真は、TERUMO TE-３３１Sを使用 )

電源スイッチ スライダーのフック

シリンジｍＬ表示ランプ バッテリーランプ

動作インジケータ スライダー

クランプ 閉塞圧モニタ表示ランプ

スリット 設定ダイヤル

③

④ ⑤ ⑥ ⑦

②

①

⑧ ⑨ ⑩

目標５ａ　輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理　21

目
標
５
（ａ）

２　正しいと思う文章には○、間違っていると思う文章には×を書きなさい。

①（　） 輸液ポンプは、用量の大きい輸液バッグも使用できるため、長時間の注入に適している。
②（　） 輸液セットには、１５滴 /mLと６０滴 /mLの２種類ある。
③（　） 輸液ポンプ設定中に、業務を中断した場合、はじめから設定を見直さなければならない。
④（　） 深夜、患者が寝入っていたようなので、輸液ポンプの流量だけは合っているか確認して部屋

を出た。
⑤（　） 輸液ポンプの取り扱いには慣れていなかったが、先輩たちが忙しそうだったので、取扱説明

書をみながら1人で設定した。
⑥（　） 輸液ポンプは、放射線機器・MRIの管理区域、高圧酸素療法室内では使用してはいけな

い。輸液ポンプに関する問題基礎編

3 　複数の輸液ラインをセットする場合
以下のセッティングの仕方について、正しければ○、間違っていれば×を書きなさい。

① ② ③ ④

20　

支援ツール  輸液ポンプ・シリンジポンプの基礎知識テスト

1  輸液ポンプの各名称について、あてはまる場所の番号①～⑩を書きなさい。 
（写真は、TERUMO TE-161Sを使用 )

①

②

③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

電源スイッチ フィンガー部

輸液セット表示切替スイッチ バッテリーランプ

動作インジケータ 気泡検出部

チューブクランプ部 閉塞検出部

解除レバー 警報表示部

輸液ポンプ・シリンジポンプの基礎知識テスト（目標５ａ）

危険手技の安全な実施
（中心静脈カテーテル）
教材ビデオ短縮版
（目標３ｂ）

80

－　－5

［行動目標達成に向けたアドバイス］＊

医療現場のスタッフの方々に向けた目標別アドバイス 医療安全のためのノウハウの共有を目的とした
ネット上の「図書室（ライブラリー）」

院内急変時迅速対応に取り組むにあたって（目標６） 医療事故調査キット

［ねっとライブラリー］＊

［病院の活動紹介（安全管理者からのメッセージ）］＊

経鼻栄養チューブの位置確認（目標３ａ）他

フルネーム確認（患者向け）
ポスター（目標８）

ポスター
「一冊にまとめて安心お薬手帳！」

（目標８）

パンフレット「手術を受けられる患者さまへ：
肺血栓塞栓症・深部静脈血栓症を予防するために」

（目標２・８）

100Ｋ臨床指標「MRSA感染防止」（目標４）

［患者・市民の皆さまのページ］
医療者と患者・市民の皆さまを結んで医療安全に役立つ各種情報をお届けしています

10目標等に関する改善事例や取り組み事例を紹介
［指標を活用しよう］＊

米国の「10万人の命を救えキャンペーン」が参加病院
の自己評価のために提供した臨床指標より紹介

・フルネーム確認のお願い／・転倒を防ぐために／・患者図書室について／・肺塞栓症予防について／・お薬手帳について／・採血を受けられる患者さまへ
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病院・診療所 医療機関 皆
共同行動 「参加登録施設」 登録 願

参加登録施設 特典

参 加 登 録 施 設

参加登録証
貴施設内に掲示していただけます

医療安全全国共同行動“いのちをまもるパートナーズ”にぜひご参加いただき、行動目標の実現と経験・教訓の共有にご協
力をお願いいたします。参加登録をしていただいた施設には、行動目標への取り組みをさまざまな形で支援します。
※詳細はホームページのトップページから「病院・診療所の皆さまへ」をご覧ください。

●「支援ツール（行動目標実現のためのツールキットやハウツーガイド）の閲覧・利用

●「ねっとフォーラム専用ページ」（参加登録施設限定サイト）の閲覧
【閲覧・利用できるもの】
① 目標達成のためのアドバイス
② 相談室（アドバイザーへの相談・回答）
③ ねっとライブラリー（参加登録施設が提供する医療安全ツールを収載）
④ ねっとセミナー（アドバイザーによる書き下ろしセミナー）
⑤ 定期掲載記事（各施設の取り組み紹介、コラムなど）
⑥ 限定公開資料

●メールマガジンの受信（安全管理者による取り組み紹介や病院長のコラム、アドバイス等の記事、新着資料や
　ツールの紹介、医療安全関連のセミナー情報など）
　＊病院は 1施設 10名まで、診療所は 1名、ご登録いただけます。

●メーリングリストへの参加（情報交換・意見交換、アドバイザーへの相談など可能）
　＊上記メールマガジン登録者がご参加いただけます。

●アドバイザーへの相談・質問（メーリングリスト、メルマガへの投稿にて）　
●マイページ開設（自施設のページで定期報告入力とフィードバックなど可能）　
●参加登録証の院内掲示（病院向けA3判、診療所向けA4判またはA3判）
●講師の紹介・派遣（院内研修等への専門家の派遣他）　
●共同行動のバナーやロゴマークの使用（施設のＨＰなどに掲載可能）　
●各種割引（医療安全全国共同行動が主催するセミナー等の受講料、刊行物等）
●施設名公表（共同行動ＨＰやパンフレットに掲載）

■年間登録費用（1ヵ年は４月～翌年３月）
〈病　院〉１ヵ年／４万円（200床以上）
　　　　　１ヵ年／２万円（200床未満）
〈診療所〉２ヵ年／１万円

■参加登録方法
ホームページのトップページのボタン、または「病院・診療所の皆さまへ」のページからお手続きください。年度途中でも登録できます。

［病　院］
【北海道】旭川赤十字病院／ＪＡ北海道厚生連遠軽厚生病院／釧路赤十字病院／市立千歳市民病院／釧路労災病院 【青森県】医療法人整友会 弘前記
念病院／黒石市国民健康保険 黒石病院／健生病院 【宮城県】仙台市立病院 【秋田県】秋田県立脳血管研究センター 【山形県】山形県立新庄病院／三
友堂病院／米沢市立病院／山形県立中央病院 【福島県】医療生協 わたり病院／竹田綜合病院／福島県立医科大学附属病院／太田綜合病院附属太田西
ノ内病院／脳神経疾患研究所　附属 総合南東北病院 【茨城県】東京医科大学茨城医療センター／筑波記念病院 【栃木県】自治医科大学附属病院／獨
協医科大学病院／栃木県済生会宇都宮病院／佐野厚生総合病院 【群馬県】公立藤岡総合病院 【埼玉県】埼玉協同病院／自治医科大学附属さいたま医
療センター／埼玉県総合リハビリテーションセンター／獨協医科大学越谷病院／埼玉県立循環器・呼吸器病センター／パーク病院 【千葉県】東邦大
学医療センター佐倉病院／千葉市立海浜病院／成田赤十字病院／新東京病院／千葉脳神経外科病院／東京女子医科大学附属八千代医療センター 
【東京都】虎の門病院／武蔵野赤十字病院／ NTT 東日本関東病院／立川相互病院／東京医科大学病院／東京衛生病院／東邦大学医療センター大森病
院 【神奈川県】神奈川県厚生連伊勢原協同病院／北里大学病院／汐田総合病院／関東労災病院／横浜医療センター／茅ヶ崎市立病院／川崎市立多摩
病院／藤沢湘南台病院 【新潟県】下越病院【富山県】富山県立中央病院 【石川県】金沢赤十字病院 【福井県】福井県済生会病院／公立丹南病院／福井
大学医学部附属病院 【長野県】長野赤十字病院／組合立 諏訪中央病院／佐久市立国保浅間総合病院／飯田市立病院／松本市立病院／長野中央病院 
【岐阜県】松波総合病院／羽島市民病院 【静岡県】医療法人社団盛翔会 浜松北病院／浜松赤十字病院／聖隷浜松病院／静岡市立清水病院／聖隷三方
原病院／焼津市立総合病院／静岡県立総合病院／地方独立行政法人 静岡市立静岡病院／伊東市民病院／沼津市立病院／静清リハビリテーション病院／

－　－7

医療 支 団体 学会 企業 個人 皆
「会員」 事業 推進 協力 願

正会員・賛助会員

共同行動の事業は定款により、患者さんの安全を守り、患者さんと医療者が安心して治療に専念できる環境作りを目的として活動してい
ます。こうした事業活動はおもに会費と寄付金収入によって運営されております。今後の事業の継続、発展には会費収入が不可欠であ
り、皆さまの入会をぜひともお願いいたします。
■申込方法　事務局（secretariatpartners@kyodokodo.jp）へ入会申込書をご請求ください。

※詳細はホームページのトップページから「医療関連学会・団体の皆さまへ」をご覧ください。

賛助会員は団体、企業、個人が共同行動の事業を賛助するために入会していただくものです。賛助会員は共同行動のホームページやパン
フレット等に名称を掲載いたします。全国フォーラム、シンポジウム等に会員割引にて参加できます。

団体または学会は正会員として会費を納入していただくことにより共同行動社員総会に出席し、役員の選任や事業内容等の重要な意思
決定に加わることができます。また、共同行動の成果物、ねっとフォーラム専用ホームページやメールマガジン等の利用ができ、全国
フォーラム、シンポジウム等に会員割引にて参加できます。現在発起６団体をはじめとして70の団体に加入いただいています。

正 会 員

賛助会員

入会のお願い

※順不同　2016年10月現在

［正会員］
医療の質･安全学会／日本医師会／日本歯科医師会／日本看護協会／日本薬剤師会／日本臨床工学技士会／日本医学シミュレーション学会
／日本医学放射線学会／日本医療機器学会／日本感染症学会／日本癌治療学会／日本形成外科学会／日本血栓症協会／日本口腔科学会／
日本呼吸療法医学会／日本高血圧学会／日本歯科衛生士会／日本集中治療医学会／日本循環器学会／日本小児神経学会／日本神経学会
／日本診療放射線技師会／日本赤十字社／日本手外科学会／日本透析医学会／日本乳癌学会／日本熱傷学会／日本脳神経血管内治療学
会／日本皮膚科学会／日本プライマリ・ケア連合学会／日本放射線技術学会／日本麻酔科学会／日本慢性期医療協会／日本輸血・細胞治
療学会／日本リウマチ学会／日本臨床衛生検査技師会／日本臨床救急医学会／日本臨床外科学会／日本臨床検査医学会／日本臨床腫瘍学
会／日本臨床薬理学会／全国国立大学放射線技師会／全国国立病院療養所放射線技師会／青森県医師会／岩手県医師会／茨城県医師会
／石川県医師会／兵庫県医師会／広島県医師会／福岡県医師会／佐賀県医師会／長崎県医師会／大分県医師会／北海道歯科医師会／栃木
県歯科医師会／神奈川県歯科医師会／石川県歯科医師会／山梨県歯科医師会／滋賀県歯科医師会／京都府歯科医師会／大阪府歯科医師
会／兵庫県歯科医師会／奈良県歯科医師会／和歌山県歯科医師会／広島県歯科医師会／岩手県看護協会／宮城県看護協会／群馬県薬剤
師会／京都府臨床工学技士会／滋賀県病院協会

［賛助会員］
エーザイ株式会社／サクラグローバルホールディング株式会社／一般社団法人 日本医療機器テクノロジー協会／エドワーズライフサイエ
ンス株式会社／テルモ株式会社／ニプロ株式会社
菅野　隆彦（医師）／杉山　良子（看護師）

※2016年10月現在

浜松市リハビリテーション病院 【愛知県】厚生連海南病院／名古屋共立病院／中京病院／名古屋大学医学部附属病院／名古屋記念病院／名古屋市立
大学病院／豊川市民病院／大同病院 【滋賀県】長浜赤十字病院／市立長浜病院／野洲病院 【京都府】京都民医連中央病院／京都大学医学部附属病院
／京都岡本記念病院 【大阪府】関西医科大学附属病院／松下記念病院／西淀病院／在日本南ﾌﾟﾚｽﾋﾞﾃﾘｱﾝﾐｯｼｮﾝ 淀川キリスト教病院／阪南病院／大阪
市立総合医療センター／小松病院／高槻赤十字病院／堺市立総合医療センター 【兵庫県】姫路赤十字病院／宝塚市立病院／六甲アイランド甲南病院
／兵庫県立粒子線医療センター 【奈良県】奈良県立医科大学附属病院 【和歌山県】日本赤十字社和歌山医療センター／南和歌山医療センター 【岡山
県】総合病院岡山協立病院／岡山大学病院 【広島県】広島赤十字・原爆病院／国家公務員共済組合連合会広島記念病院 【山口県】岩国市医療センター
医師会病院／下関市立市民病院 【徳島県】川島病院／松永病院  【香川県】大樹会総合病院回生病院／香川県立中央病院【愛媛県】松山赤十字病院
／愛媛大学医学部附属病院／宇和島病院 【福岡県】製鉄記念八幡病院／健和会 大手町病院／福岡赤十字病院 【長崎県】柿添病院／日本赤十字社長
崎原爆病院／上戸町病院【沖縄県】沖縄県立中部病院／医療法人一灯の会沖縄中央病院／大浜第一病院

［診療所］
【東京都】石橋クリニック／東京ミッドタウンクリニック 【神奈川県】多摩ファミリークリニック 【長野県】やざわ虎クリニック 【岐阜県】ローズベ
ルクリニック【愛知県】大地整形外科 【大阪府】豊中けいじん会クリニック【兵庫県】伊藤産婦人科医院【広島県】谷本医院 【佐賀県】じんの内医院
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病院・診療所 医療機関 皆
共同行動 「参加登録施設」 登録 願

参加登録施設 特典

参 加 登 録 施 設

参加登録証
貴施設内に掲示していただけます

医療安全全国共同行動“いのちをまもるパートナーズ”にぜひご参加いただき、行動目標の実現と経験・教訓の共有にご協
力をお願いいたします。参加登録をしていただいた施設には、行動目標への取り組みをさまざまな形で支援します。
※詳細はホームページのトップページから「病院・診療所の皆さまへ」をご覧ください。

●「支援ツール（行動目標実現のためのツールキットやハウツーガイド）の閲覧・利用

●「ねっとフォーラム専用ページ」（参加登録施設限定サイト）の閲覧
【閲覧・利用できるもの】
① 目標達成のためのアドバイス
② 相談室（アドバイザーへの相談・回答）
③ ねっとライブラリー（参加登録施設が提供する医療安全ツールを収載）
④ ねっとセミナー（アドバイザーによる書き下ろしセミナー）
⑤ 定期掲載記事（各施設の取り組み紹介、コラムなど）
⑥ 限定公開資料

●メールマガジンの受信（安全管理者による取り組み紹介や病院長のコラム、アドバイス等の記事、新着資料や
　ツールの紹介、医療安全関連のセミナー情報など）
　＊病院は 1施設 10名まで、診療所は 1名、ご登録いただけます。

●メーリングリストへの参加（情報交換・意見交換、アドバイザーへの相談など可能）
　＊上記メールマガジン登録者がご参加いただけます。

●アドバイザーへの相談・質問（メーリングリスト、メルマガへの投稿にて）　
●マイページ開設（自施設のページで定期報告入力とフィードバックなど可能）　
●参加登録証の院内掲示（病院向けA3判、診療所向けA4判またはA3判）
●講師の紹介・派遣（院内研修等への専門家の派遣他）　
●共同行動のバナーやロゴマークの使用（施設のＨＰなどに掲載可能）　
●各種割引（医療安全全国共同行動が主催するセミナー等の受講料、刊行物等）
●施設名公表（共同行動ＨＰやパンフレットに掲載）

■年間登録費用（1ヵ年は４月～翌年３月）
〈病　院〉１ヵ年／４万円（200床以上）
　　　　　１ヵ年／２万円（200床未満）
〈診療所〉２ヵ年／１万円

■参加登録方法
ホームページのトップページのボタン、または「病院・診療所の皆さまへ」のページからお手続きください。年度途中でも登録できます。

［病　院］
【北海道】旭川赤十字病院／ＪＡ北海道厚生連遠軽厚生病院／釧路赤十字病院／市立千歳市民病院／釧路労災病院 【青森県】医療法人整友会 弘前記
念病院／黒石市国民健康保険 黒石病院／健生病院 【宮城県】仙台市立病院 【秋田県】秋田県立脳血管研究センター 【山形県】山形県立新庄病院／三
友堂病院／米沢市立病院／山形県立中央病院 【福島県】医療生協 わたり病院／竹田綜合病院／福島県立医科大学附属病院／太田綜合病院附属太田西
ノ内病院／脳神経疾患研究所　附属 総合南東北病院 【茨城県】東京医科大学茨城医療センター／筑波記念病院 【栃木県】自治医科大学附属病院／獨
協医科大学病院／栃木県済生会宇都宮病院／佐野厚生総合病院 【群馬県】公立藤岡総合病院 【埼玉県】埼玉協同病院／自治医科大学附属さいたま医
療センター／埼玉県総合リハビリテーションセンター／獨協医科大学越谷病院／埼玉県立循環器・呼吸器病センター／パーク病院 【千葉県】東邦大
学医療センター佐倉病院／千葉市立海浜病院／成田赤十字病院／新東京病院／千葉脳神経外科病院／東京女子医科大学附属八千代医療センター 
【東京都】虎の門病院／武蔵野赤十字病院／ NTT 東日本関東病院／立川相互病院／東京医科大学病院／東京衛生病院／東邦大学医療センター大森病
院 【神奈川県】神奈川県厚生連伊勢原協同病院／北里大学病院／汐田総合病院／関東労災病院／横浜医療センター／茅ヶ崎市立病院／川崎市立多摩
病院／藤沢湘南台病院 【新潟県】下越病院【富山県】富山県立中央病院 【石川県】金沢赤十字病院 【福井県】福井県済生会病院／公立丹南病院／福井
大学医学部附属病院 【長野県】長野赤十字病院／組合立 諏訪中央病院／佐久市立国保浅間総合病院／飯田市立病院／松本市立病院／長野中央病院 
【岐阜県】松波総合病院／羽島市民病院 【静岡県】医療法人社団盛翔会 浜松北病院／浜松赤十字病院／聖隷浜松病院／静岡市立清水病院／聖隷三方
原病院／焼津市立総合病院／静岡県立総合病院／地方独立行政法人 静岡市立静岡病院／伊東市民病院／沼津市立病院／静清リハビリテーション病院／
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医療 支 団体 学会 企業 個人 皆
「会員」 事業 推進 協力 願

正会員・賛助会員

共同行動の事業は定款により、患者さんの安全を守り、患者さんと医療者が安心して治療に専念できる環境作りを目的として活動してい
ます。こうした事業活動はおもに会費と寄付金収入によって運営されております。今後の事業の継続、発展には会費収入が不可欠であ
り、皆さまの入会をぜひともお願いいたします。
■申込方法　事務局（secretariatpartners@kyodokodo.jp）へ入会申込書をご請求ください。

※詳細はホームページのトップページから「医療関連学会・団体の皆さまへ」をご覧ください。

賛助会員は団体、企業、個人が共同行動の事業を賛助するために入会していただくものです。賛助会員は共同行動のホームページやパン
フレット等に名称を掲載いたします。全国フォーラム、シンポジウム等に会員割引にて参加できます。

団体または学会は正会員として会費を納入していただくことにより共同行動社員総会に出席し、役員の選任や事業内容等の重要な意思
決定に加わることができます。また、共同行動の成果物、ねっとフォーラム専用ホームページやメールマガジン等の利用ができ、全国
フォーラム、シンポジウム等に会員割引にて参加できます。現在発起６団体をはじめとして70の団体に加入いただいています。

正 会 員

賛助会員

入会のお願い

※順不同　2016年10月現在

［正会員］
医療の質･安全学会／日本医師会／日本歯科医師会／日本看護協会／日本薬剤師会／日本臨床工学技士会／日本医学シミュレーション学会
／日本医学放射線学会／日本医療機器学会／日本感染症学会／日本癌治療学会／日本形成外科学会／日本血栓症協会／日本口腔科学会／
日本呼吸療法医学会／日本高血圧学会／日本歯科衛生士会／日本集中治療医学会／日本循環器学会／日本小児神経学会／日本神経学会
／日本診療放射線技師会／日本赤十字社／日本手外科学会／日本透析医学会／日本乳癌学会／日本熱傷学会／日本脳神経血管内治療学
会／日本皮膚科学会／日本プライマリ・ケア連合学会／日本放射線技術学会／日本麻酔科学会／日本慢性期医療協会／日本輸血・細胞治
療学会／日本リウマチ学会／日本臨床衛生検査技師会／日本臨床救急医学会／日本臨床外科学会／日本臨床検査医学会／日本臨床腫瘍学
会／日本臨床薬理学会／全国国立大学放射線技師会／全国国立病院療養所放射線技師会／青森県医師会／岩手県医師会／茨城県医師会
／石川県医師会／兵庫県医師会／広島県医師会／福岡県医師会／佐賀県医師会／長崎県医師会／大分県医師会／北海道歯科医師会／栃木
県歯科医師会／神奈川県歯科医師会／石川県歯科医師会／山梨県歯科医師会／滋賀県歯科医師会／京都府歯科医師会／大阪府歯科医師
会／兵庫県歯科医師会／奈良県歯科医師会／和歌山県歯科医師会／広島県歯科医師会／岩手県看護協会／宮城県看護協会／群馬県薬剤
師会／京都府臨床工学技士会／滋賀県病院協会

［賛助会員］
エーザイ株式会社／サクラグローバルホールディング株式会社／一般社団法人 日本医療機器テクノロジー協会／エドワーズライフサイエ
ンス株式会社／テルモ株式会社／ニプロ株式会社
菅野　隆彦（医師）／杉山　良子（看護師）

※2016年10月現在

浜松市リハビリテーション病院 【愛知県】厚生連海南病院／名古屋共立病院／中京病院／名古屋大学医学部附属病院／名古屋記念病院／名古屋市立
大学病院／豊川市民病院／大同病院 【滋賀県】長浜赤十字病院／市立長浜病院／野洲病院 【京都府】京都民医連中央病院／京都大学医学部附属病院
／京都岡本記念病院 【大阪府】関西医科大学附属病院／松下記念病院／西淀病院／在日本南ﾌﾟﾚｽﾋﾞﾃﾘｱﾝﾐｯｼｮﾝ 淀川キリスト教病院／阪南病院／大阪
市立総合医療センター／小松病院／高槻赤十字病院／堺市立総合医療センター 【兵庫県】姫路赤十字病院／宝塚市立病院／六甲アイランド甲南病院
／兵庫県立粒子線医療センター 【奈良県】奈良県立医科大学附属病院 【和歌山県】日本赤十字社和歌山医療センター／南和歌山医療センター 【岡山
県】総合病院岡山協立病院／岡山大学病院 【広島県】広島赤十字・原爆病院／国家公務員共済組合連合会広島記念病院 【山口県】岩国市医療センター
医師会病院／下関市立市民病院 【徳島県】川島病院／松永病院  【香川県】大樹会総合病院回生病院／香川県立中央病院【愛媛県】松山赤十字病院
／愛媛大学医学部附属病院／宇和島病院 【福岡県】製鉄記念八幡病院／健和会 大手町病院／福岡赤十字病院 【長崎県】柿添病院／日本赤十字社長
崎原爆病院／上戸町病院【沖縄県】沖縄県立中部病院／医療法人一灯の会沖縄中央病院／大浜第一病院

［診療所］
【東京都】石橋クリニック／東京ミッドタウンクリニック 【神奈川県】多摩ファミリークリニック 【長野県】やざわ虎クリニック 【岐阜県】ローズベ
ルクリニック【愛知県】大地整形外科 【大阪府】豊中けいじん会クリニック【兵庫県】伊藤産婦人科医院【広島県】谷本医院 【佐賀県】じんの内医院
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医療安全全国共同行動

肺塞栓予防国際フォーラム
　ｉｎ Ｋｙｏｔ

一般社団法人 医療安全全国共同行動
議長　髙久 史麿

－ 　 － － 　 　TEL － － 　FAX  － －
メールアドレス　secretariatpartners@kyodokodo.jp　ホームページ　http://kyodokodo.jp/

左上　Ｗ・Ａ・コンウェイ医師（ 年）
右上　ブライアン・ジャーマン卿（ 年）
左下　ギュンター・ヨーニッツ氏（ 年）
右下　李啓充氏（ 年）

～

　

～

～　　　　　

［地域推進拠点］を募集しています
貴地域での地域推進拠点として、共同行動の推進にご協力いただける県等地域団体、基幹病院を募集しています。県や近隣複数県を単位（地域）と
し、地域の主要団体と医療機関を繋いで、10目標の実現をめざす取り組みを交流する場（地域フォーラム）や研修機会（地域セミナー等）を企画
し開催の労をとっていただける、県・地域の医療団体または中核的医療機関の役割を担っていただける団体は共同行動事務局までお知らせください。

年

年

年

年

年

年

年

５月　医療の質・安全学会、日本病院団体協議会、日本医師会、日本歯科医師会、日本看護協会、日
本病院薬剤師会、日本臨床工学技士会の呼びかけにより、医療安全全国共同行動“ いのちをま
もるパートナーズ”発足。日本経団連会館にてキックオフ・フォーラム開催。

７～９月　近畿、北九州、東北で地域のキックオフ・フォーラム開催。
11月　全国フォーラムを東京ビッグサイトにて開催。特別講演：Ｗ・Ａ・コンウェイ医師（ヘンリー

フォード病院診療部長兼質改善委員長）「“10万人の命を救え”キャンペーンが実現したこと」

５月　全国フォーラムを日本教育会館にて開催。特別公演：ブライアン・ジャーマン卿（ロンドン大
学名誉教授、前英国医師会長）「英国における改善の指標－標準化病院死亡比の活用ほか」。

６～11月　静岡、宮城、神奈川、岩手にて地域フォーラム開催。
11月　全国フォーラムを東京ビッグサイトにて開催。特別講演：ギュンター・ヨーニッツ氏（ベル

リン医師自治機構会長、ドイツ連邦医師会質保証委員長）「欧州における Patient 
Safety（患者安全）の取組み」

２～11月　沖縄、東京、鹿児島、宮城、石川、静岡、岩手にて地域フォーラム／シンポジウム開催。
５月　共同行動２周年記念フォーラムをベルサール九段みて開催。
11月　全国フォーラムを幕張メッセ国際会議場にて開催。特別公演：李啓充氏（コラムニスト、元

ハーバード大学医学部助教授）「患者安全の昨日・今日・明日－非難から改善へ」

７月　英国との共催による肺塞栓予防国際フォーラムを京都にて開催。
10～11月　静岡にて地域フォーラム／シンポジウム開催。
11月　全国フォーラムを日本医師会館にて開催。

４月　医療安全ワークショップを京都にて開催。
10～11月　静岡、岩手、山形で地域フォーラム／シンポジウムを開催。
11月　全国フォーラムを大宮ソニックシティにて開催。

５月　一般社団法人  医療安全全国共同行動設立。
６月　記念シンポジウム「医療安全は新たなステージへ」をイイノカンファレンスセンターにて開催。

特別講演：エバ・エストゥリング氏（スエーデン自治体協議会医療福祉部門患者安全担当部長）
「非難から改善へ－患者安全のためのスエーデンの取組み」

11月　全国フォーラムをイイノホールにて開催。

６月　キックオフセミナー 2014を国立オリンピック記念青少年総合センターにて開催。
11月　全国フォーラムを幕張メッセ国際会議場にて開催。特別公演：ドン・ゴールドマン博士

（IHIチーフ・メディカル＆サイエンティフィック・オフィサー）「患者安全のたどってきた道」

５～９月　栃木、京都、東京で研修会開催。
７月　『医療安全実践ハンドブックブック』刊行。
８月　医療事故調査等支援団体として、厚生労働大臣より指定の告示。
11月　全国フォーラムを幕張メッセ国際会議場にて開催。講演：アルバート・ウー氏（ジョンズ・

ホプキンス大学医療アウトカム研究センター 教授）「ジョンズ・ホプキンス大学病院におけ
る医療過誤と患者安全改革」
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